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■ 婚礼調度と遊戯具【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 加賀文化の粋Ⅰ 茶の湯･絵画･工芸 【古美術】

■ 前田家の甲冑･陣羽織Ⅰ【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 加賀文化の粋Ⅱ 茶の湯･絵画･工芸【古美術】

■ 春の優品選【近現代絵画･彫刻】

■ 春の優品選【近現代工芸】

 ⿟ 第76回現代美術展

 ⿟ 展覧会回顧　いしかわのおもてなし

 ⿟ バスツアー募集記事

高光一也《立秋》東京国立近代美術館蔵

ー「かお･すがた･こころ」よりー

企画展 かお･すがた･こころ－いしかわゆかりの肖像－

 ⿟ 4月の行事予定

 ⿟ アラカルト　ただいま展示中
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戦
後
の
石
川
美
術
は
、
終
戦
直
後
の
現
代
美
術
展
の
開
催
、
金
沢
美
術
工
芸
専

門
学
校
（
現
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
）
の
開
校
も
あ
っ
て
、
速
や
か
な
ス
タ
ー
ト
と

類
を
み
な
い
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
石
川

の
美
術
界
を
リ
ー
ド
し
た
洋
画
家
宮
本
三
郎
は
、
卓
越
し
た
素
描
力
を
土
台
に

人
物
を
テ
ー
マ
と
し
、
晩
年
は
花
と
裸
婦
を
主
題
に
し
た
絢
爛
な
絵
画
世
界
を

構
築
し
ま
し
た
。
同
じ
く
指
導
者
と
し
て
生
涯
、
金
沢
で
活
躍
し
た
高
光
一
也

は
、
健
康
美
あ
ふ
れ
る
女
性
像
を
描
き
ま
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
石
川
で

は
絵
画
や
彫
刻
の
分
野
で
多
く
の
作
家
が
肖
像
を
手
掛
け
ま
し
た
。

さ
て
肖
像
と
は
、
あ
る
特
定
の
人
物
を
描
写
し
た
も
の
で
す
が
、
世
界
で
最
も

知
ら
れ
た
肖
像
画
《
モ
ナ
・
リ
ザ
》
の
モ
デ
ル
は
、
定
説
の
リ
ザ
･

デ
ル
･

ジ
ョ

コ
ン
ド
以
外
に
も
諸
説
あ
る
こ
と
は
有
名
で
す
。
中
に
は
モ
デ
ル
を
作
者
ダ
･

ヴ
ィ
ン
チ
本
人
や
、
ダ
･

ヴ
ィ
ン
チ
の
愛
人
男
性
と
す
る
説
さ
え
あ
り
ま
す
。
そ

の
意
味
で
は
モ
デ
ル
に
似
て
い
る
こ
と
が
、
優
れ
た
肖
像
の
条
件
で
は
な
い
と

い
え
ま
す
。

そ
こ
で
本
展
で
は
、「
か
お
・
す
が
た
・
こ
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
、
石
川
に
ゆ
か
り

の
宮
本
三
郎
や
硲
伊
之
助
、
高
光
一
也
ら
を
は
じ
め
と
す
る
当
館
所
蔵
の
肖
像

か
ら
、
時
代
性
、
そ
し
て
時
代
を
超
越
し
た
人
間
描
写
の
普
遍
性
、
さ
ら
に
は
「
か

お
、
す
が
た
」
に
映
る
「
こ
こ
ろ
」
の
描
写
を
、
約
八
十
点
の
作
品
で
紹
介
し
ま
す
。

◆
観
覧
料

一　

般
：
一
〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

大
学
生
：　

八
〇
〇
円
（
六
〇
〇
円
）
高
校
生
以
下
無
料

※（　

）内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金
、当
館
友
の
会
会
員
は
団
体
料
金
に
割
引

◆
関
連
事
業

講
演
会
「
西
洋
絵
画

近
代
絵
画
に
見
る
肖
像
画
、
人
物
画
」

講　

師
：

 

廣
田
生
馬

氏
（
神
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術
館
学
芸
係
長
）

日　

時
：
令
和
二
年
四
月
十
九
日
（
日
）

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

会　

場
：
当
館
ホ
ー
ル

聴
講
無
料
、
予
約
不
要
（
当
日
先
着
二
〇
〇
名
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

会
期
中
の
毎
週
日
曜
日
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
担
当
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
要
観
覧
料
。

硲伊之助《黄八丈のI令嬢》

東京国立近代美術館蔵

吉田三郎《或る坑夫》

中村研一《H夫人の像》

伊東深水《酔燕台翁》

第7･8･9展示室　企画展

かお･すがた･こころ ーいしかわゆかりの肖像ー

4月19日（日）～5月17日（日）　会期中無休

主催：石川県立美術館
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第2展示室【古美術】

加賀文化の粋Ⅰ
茶の湯･絵画･工芸

3月24日（火）～4月13日（月）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

婚礼調度と遊戯具

3月24日（火）～4月13日（月）　会期中無休

今
回
は
展
示
作
品
の
中
か
ら
《
日じ

つ

月げ
つ

四し

季き

図ず

》
を
改
め
て

紹
介
し
ま
す
。
本
作
は
六
曲
一
双
屏
風
で
、
右
隻
に
桜
と
柳
、

左
隻
に
楓
と
松
を
中
心
に
描
き
、
籬
と
垣
を
大
き
く
配
し
て

四
季
の
草
花
を
交
え
、
右
隻
か
ら
左
隻
後
景
の
雪
を
戴
く
松

に
至
る
季
節
の
推
移
を
表
し
、
右
隻
に
一
部
金
雲
に
隠
れ
た

真
鍮
製
の
日
輪
、
左
隻
に
同
様
に
真
鍮
製
の
三
日
月
を
添
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
画
面
の
構
成
は
、
室
町
時
代
十
五
世

紀
末
頃
か
ら
多
く
描
か
れ
た
日
月
屏
風
の
系
統
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
ハ
レ
の
場
の
道
具
と
し
て
次
の
『
和
漢
朗
詠

集
』
の
詩
句
を
踏
ま
え
た
理
想
的
な
四
季
の
庭
を
描
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
長
生
殿
の
裏う

ち

に
は
春
秋
富
め
り
、
不

老
門
の
前
に
は
日じ

つ

月げ
つ

遅
し
。
」（
『
和
漢
朗
詠
集
』
七
七
五　

慶よ
し

滋し
げ

保や
す

胤た
ね「
天
子
万
年
」
）
。

筆
者
は
や
ま
と
絵
系
の
絵
師
で
、
制
作
年
代
は
洗
練
さ
れ

た
桃
山
的
な
華
や
か
さ
の
表
現
か
ら
慶
長
年
間
、
十
七
世
紀

初
頭
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
作
は
、
加
賀
藩
主
・
前
田
家
に
伝

来
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
作
品
が
当
地

の
実
業
家
に
よ
り
収
集
さ
れ
る
と
い
う
文
化
環
境
が
、「
百
万

石
ブ
ラ
ン
ド
」
の
継
承
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

今
年
七
月
に
は
、
企
画
展
「
加
賀
百
万
石　

文
武
の
誉
れ
―

歴
史
と
継
承
―
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
展
で
は
、
百
万
石
文

化
の
継
承
に
も
着
目
し
、
加
賀
藩
主
・
前
田
家
に
よ
る
文
化
政

策
が
明
治
時
代
以
後
、
実
業
家
や
行
政
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、

今
日
的
な
「
百
万
石
ブ
ラ
ン
ド
」
が
形
成
さ
れ
た
事
実
も
再
認

識
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
加
賀
文
化
の

粋
」
と
題
し
た
一
連
の
特
集
展
示
は
、
そ
の
「
序
曲
」
と
な
る
も

の
で
す
。

今
回
展
示
し
て
い
る
、
蒔
絵
で
葵
紋
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
一

連
の
婚
礼
調
度
を
見
ま
す
と
、
前
田
家
と
徳
川
家
の
緊
張
関

係
が
幕
末
ま
で
継
続
し
て
い
た
事
実
を
改
め
て
痛
感
し
ま

す
。
こ
の
緊
張
関
係
は
、
藩
祖
・
前
田
利
家
と
徳
川
家
康
の
時

代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
の
盟
友
だ
っ
た
前
田
利

家
は
、
当
然
、
形
式
的
に
秀
吉
に
服
属
し
た
家
康
を
警
戒
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
秀
吉
が
一
五
九
八
年
に
没
す
る
と
、
家

康
は
文
禄
・
慶
長
の
役
を
め
ぐ
る
諸
大
名
の
不
満
を
利
用
す

る
な
ど
、
巧
み
に
勢
力
を
増
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
利
家
の
健
康
状
態
の
悪
化
も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
よ

う
で
、
一
五
九
九
年
に
利
家
が
没
す
る
と
、
家
康
を
め
ぐ
る
対

立
軸
が
い
よ
い
よ
鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。

家
康
は
、
加
賀
藩
二
代
藩
主
・
前
田
利
長
に
も
揺
さ
ぶ
り
を

か
け
、
生
母
（
芳
春
院
）
を
人
質
に
取
る
な
ど
、
前
田
家
に
よ
る

反
家
康
の
動
き
を
封
じ
、
関
ヶ
原
の
戦
い
を
有
利
に
進
め
ま

し
た
。
し
か
し
利
長
の
弟
・
利
政
は
こ
の
時
、
家
康
に
従
わ
な

か
っ
た
た
め
所
領
を
没
収
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
康
の
芳
春

院
に
対
す
る
処
遇
も
非
情
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
芳
春

院
の
書
状
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
康
は
一
六

一
四
年
、
利
長
の
死
後
に
芳
春
院
を
返
し
ま
す
が
、
す
か
さ
ず

利
家
の
側
室
で
あ
り
、
三
代
藩
主
・
利
常
の
生
母
で
あ
る
寿
福

院
を
人
質
に
取
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
坂
攻
め
を
念
頭
に
置
い

た
も
の
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
家
康
の
圧
迫
は
前
田
家
三
代
に
及
ん
で
い

ま
す
か
ら
、
家
康
没
後
、
当
然
徳
川
家
は
前
田
家
を
警
戒
し
ま

す
し
、
前
田
家
も
少
な
く
と
も
、
五
代
藩
主
・
綱
紀
の
時
代
ま

で
は
反
徳
川
の
姿
勢
は
貫
い
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の

溶
姫
調
度
を
見
る
と
、
そ
の
緊
張
関
係
は
綱
紀
の
時
代
以
降

も
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

《葵文蒔絵調度品 鏡家》溶姫所用《日月四季図》右隻
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第2展示室【古美術】

加賀文化の粋Ⅱ
茶の湯･絵画･工芸

4月19日（日）～5月17日（日）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家の甲冑･陣羽織Ⅰ

4月19日（日）～5月17日（日）　会期中無休

今
回
は
、
茶
道
美
術
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
の
特
集
「
前
田
家

の
甲
冑
・
陣
羽
織
」
と
同
時
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
、
ど
う
し

て
も
、
茶
道
美
術
の
奥
底
に
あ
る
生
と
死
の
切
迫
感
が
意
識

さ
れ
る
よ
う
で
す
。
二
年
前
に
当
館
が
主
催
、
金
沢
美
術
倶
楽

部
が
共
催
し
た
特
別
展
「
美
の
力
」
の
際
に
も
強
調
し
ま
し
た

が
、
藩
祖
・
前
田
利
家
以
来
の
文
武
二
道
の
家
風
と
、
特
に
三

代
藩
主
・
利
常
と
五
代
藩
主
・
綱
紀
に
よ
る
戦
略
的
な
文
化
政

策
は
、
佗
茶
を
大
成
し
た
千
利
休
の
凄
絶
な
生
き
様
へ
の
深

い
共
感
が
原
動
力
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

美
の
規
範
を
定
め
る
こ
と
は
権
力
者
に
の
み
許
さ
れ
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
利
休
は
豊
臣
秀
吉
に
対
す
る
反

逆
者
で
あ
り
、
利
休
の
生
き
様
が
「
美
の
下
克
上
」
と
も
言
わ

れ
る
ゆ
え
ん
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
美
に
殉
じ
た
と

の
生
き
様
は
、
利
休
在
世
時
か
ら
あ
っ
た
利
休
の
悪
評
を
超

越
し
た
寂
静
感
を
人
々
に
強
く
印
象
づ
け
ま
す
。
こ
れ
が
「
美

の
力
」
で
あ
り
、
前
田
家
が
江
戸
時
代
を
通
し
て
徳
川
家
に
対

抗
し
た
「
文
化
力
」
の
モ
デ
ル
で
し
た
。

今
回
も
《
黒
楽
茶
碗　

銘
北
野
》（
県
文
）
を
展
示
し
ま
す
。

本
碗
も
前
田
家
の
収
集
品
で
は
な
く
、「
百
万
石
ブ
ラ
ン
ド
」

の
文
化
的
求
心
力
に
よ
っ
て
当
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
そ
の
佇
ま
い
に
接
す
る
と
、
ど
の
作
品
に
も
ま
し
て
生

と
死
の
切
迫
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。「
北
野
」
の
銘
が
「
北
野

大
茶
会
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
何
度
で
も
強
調
し
ま

す
が
、
こ
の
切
迫
感
か
ら
菅
原
道
真
の
悲
憤
を
読
み
解
く
こ

と
は
、
さ
ほ
ど
困
難
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
ざ
わ
ざ
学
芸
員

だ
け
を
呼
び
出
し
て
、
本
碗
の
寄
贈
を
“
簡
単
に
思
う
な
”
と

仰
っ
た
実
業
家
の
鋭
い
眼
光
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

四
月
下
旬
か
ら
の
大
型
連
休
と
、
今
年
は
六
月
五
日
か
ら

同
七
日
に
開
催
さ
れ
る
「
百
万
石
ま
つ
り
」
で
、
全
国
か
ら
の

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文

庫
分
館
で
は
、
甲
冑
と
陣
羽
織
を
主
体
と
す
る
展
示
を
二
期

に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
す
。
前
田
家
の
家
風
は
文
武
二
道
で

あ
り
、
特
に
「
文
に
よ
る
武
」
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
し
た
姿
勢
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
、「
文
を
内
包
し
た
武
」
と
し
て
の
甲
冑
・
陣
羽
織
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
加
賀
藩
主
が
身
に
つ
け
る
甲
冑
・
陣
羽
織
は
、
百
万

石
大
名
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
形

状
や
材
質
は
入
念
に
吟
味
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
工
芸
品

と
い
っ
て
も
よ
い
レ
ベ
ル
で
す
が
、
加
賀
藩
主
・
前
田
家
の
場

合
は
、
そ
も
そ
も
武
具
の
製
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
工

人
集
団
が
、
調
度
と
し
て
の
工
芸
品
の
制
作
に
も
携
わ
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
甲
冑
・
陣
羽
織
の
美
術
的
完
成
度

が
高
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
甲
冑
・
陣
羽
織
の
「
美
」
に
は
武
運
長
久
を
願
う
切

実
感
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
回
展
示
さ
れ
る
の
は
実
戦

で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
号
の
前
ペ
ー

ジ
「
婚
礼
調
度
と
遊
戯
具
」
の
項
で
書
き
ま
し
た
よ
う

に
、
前
田
家
と
徳
川
家
は
幕
末
に
至
る
ま
で
緊
張
関

係
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
単
に
儀
礼
的
・

装
飾
的
な
甲
冑
・
陣
羽
織
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
婚
礼
調

度
に
続
い
て
甲
冑
・
陣
羽
織
を
展
示
す
る
必
然
性
が

ご
理
解
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

《黒塗筋十二間甲冑》六代吉徳所用県文《黒楽茶碗　銘北野》長次郎
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第5展示室【近現代工芸】

春の優品選

4月19日（日）～5月17日（日）　会期中無休

第3･4･6展示室【近現代絵画･彫刻】

春の優品選

4月19日（日）～5月17日（日）　会期中無休

立
春
の
前
か
ら
暖
か
い
日
が
続
い
た
今
年
の
冬
で
し
た

が
、
木
々
が
芽
吹
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
咲
く
春
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
季
節
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
中
心
に
、
陶
芸
・
漆
芸
・
染

織
・
金
工
・
木
工
な
ど
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

展
示
の
頃
は
も
う
散
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
挿
図

の
中
憲
一
作
《
爛
漫
》
は
、
満
開
の
桜
を
や
さ
し
い
色
彩
で
表

し
た
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の
第
二
十
六
回
伝
統
九
谷

焼
工
芸
展
優
秀
賞
受
賞
作
で
す
。
清
水
翠
東
、
次
い
で
武
腰
潤

に
師
事
し
た
確
か
な
色
絵
の
技
術
に
基
づ
い
た
、
絵
心
の
あ

る
意
匠
が
目
を
惹
き
ま
す
。
枝
を
描
か
ず
花
の
み
を
絶
妙
な

位
置
に
配
し
た
こ
と
で
、
無
地
の
空
間
に
は
、
花
び
ら
を
揺
ら

す
風
が
吹
き
抜
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

漆
芸
の
寺
井
直
次
作
《
萌
春
蒔
絵
水
指
》
は
、
小
さ
な
生
命

の
営
み
に
目
を
向
け
て
い
ま
す
。
力
強
く
伸
び
る
ゼ
ン
マ
イ

を
金
で
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
を
卵
殻
の
白
で
、
今
ま
さ
に
伸
び

よ
う
と
す
る
若
い
芽
を
青
み
が
か
っ
た
白
の
螺
鈿
で
す
っ
き

り
と
配
置
し
て
い
ま
す
。
遠
目
に
は
背
景
が
黒
の
真
塗
に
見

え
ま
す
が
、
近
く
で
見
る
と
細
か
な
螺
鈿
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光

り
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の
萌
え
出
る
生
命
が
、
隠
れ
て
い
る
こ

と
を
匂
わ
せ
る
意
匠
は
見
事
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
昨
年
は
木
工
芸
の
特
別
陳
列
を
行
い
、
展
示
し
た

作
家
か
ら
作
品
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

挽
物
の
中
嶋
虎
男
作
《
栃
杢
造
食
籠
》
、
指
物
の
福
嶋
則
夫
作

《
神
代
杉
柾
目
造
板
目
象
嵌
八
角
箱
》
を
紹
介
し
ま
す
。
素
材

と
意
匠
を
調
和
さ
せ
た
、
工
芸
作
家
た
ち
の
作
品
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

拍
子
抜
け
す
る
ほ
ど
雪
の
な
い
今
年
の
冬
で
し
た
が
、
季

節
は
巡
り
、
春
の
到
来
で
す
。

日
本
画
部
門
で
は
、
没
後
二
十
五
年
を
迎
え
る
畠
山
錦
成

の
作
品
を
複
数
点
展
示
し
ま
す
。
畠
山
錦
成
は
、
金
沢
美
術
工

芸
大
学
の
前
身
で
あ
る
、
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
設
立
に

尽
力
し
、
開
校
後
は
講
師
・
教
授
を
つ
と
め
る
な
ど
、
石
川
日

本
画
に
大
き
く
貢
献
し
た
作
家
で
す
。
当
館
に
は
十
五
点
の

日
本
画
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
季
節
に
ふ
さ
わ

し
い
優
品
を
展
示
し
ま
す
。

洋
画
部
門
で
は
、
脇
田
和
《
赤
い
鳥
》
や
《
金
太
郎
》
な
ど
油

彩
画
の
秀
作
を
紹
介
し
ま
す
。
脇
田
は
祖
父
の
代
ま
で
は
加

賀
藩
の
上
級
藩
士
と
し
て
金
沢
に
居
を
構
え
、
大
正
十
二
年

に
ベ
ル
リ
ン
国
立
美
術
大
学
に
留
学
、
帰
国
後
は
新
制
作
協

会
の
結
成
な
ど
に
加
わ
り
ま
し
た
。
子
供
や
鳥
を
主
題
と
す

る
、
洗
練
さ
れ
た
抒
情
的
作
風
は
、
脇
田
芸
術
の
真
骨
頂
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
油
彩
の
他
、
多
数
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る

脇
田
の
素
描
作
品
か
ら
は
、
生
涯
の
テ
ー
マ
と
な
る
鳥
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
脇
田
自
身
が
「
頭
と

手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
で
語
っ
て
い
る
素
描
で
、

画
家
の
自
在
な
画
面
構
成
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

彫
刻
部
門
で
は
、
晴
れ
た
日
差
し
や
生
き
生
き
と
し
た
動

物
た
ち
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。
得
能
節
朗
《
春
》
は
、
掌
に
鳥
を
ち
ょ
こ
ん
と
乗
せ
空
を
見

上
げ
る
姿
か
ら
、
暖
か
な
日
差
し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
か
わ
い
ら
し
い
動
物
彫
刻
や
可
憐
な
人
物
彫
刻
も
紹
介

し
ま
す
。

脇田和《金太郎》中憲一《爛漫》
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昭
和
二
十
年
十
月
に
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
た
現
代
美
術
展

は
、
本
年
七
十
六
回
展
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
文
化
勲
章
受
章
者
、

日
本
芸
術
院
会
員
、
人
間
国
宝
を
は
じ
め
、
多
く
の
実
力
作
家
を
生

み
出
し
、
そ
の
成
果
は
「
美
術
王
国
石
川
」
と
し
て
大
き
く
花
開
い

て
お
り
ま
す
。

本
展
で
は
、
所
属
会
派
を
超
え
て
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
の
六
部
門
か
ら
、
石
川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
ら
の
秀
作

に
、
一
般
公
募
か
ら
の
入
賞
・
入
選
者
の
意
欲
作
を
一
堂
に
展
示
し

ま
す
。

◆
部　

門

第
7
・
8
・
9

展
示
室　

洋
画

第
3
・
4
・
5
・
6

展
示
室　

工
芸
・
写
真

※ 

金
沢
21

世
紀
美
術
館
で
は
、
日
本
画
・
彫
刻
・
書
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

◆
観
覧
料
（
金
沢
21

世
紀
美
術
館
と
共
通
）

一　

般

大
高
生

中
小
生

当　

日

一
〇
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

前
売
り

九
〇
〇
円

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

団　

体

八
〇
〇
円

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
の
提
示
で
団
体
料
金

第3･4･5･6･7･8･9展示室

第76回 現代美術展 ー洋画･工芸･写真ー
3月27日（金）～4月13日（月）　会期中無休

二
〇
二
〇
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
幕
開
け
を
飾
る
展
覧

会
と
し
て
、「
い
し
か
わ
の
お
も
て
な
し
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年

は
七
月
に
始
ま
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
国
外

か
ら
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
館
で
は
そ
の
来
訪
者
を
日
本
固
有
の
文
化
で
も
て
な
そ
う

と
、本
展
を
第
一
弾
と
し
て
数
々
の
展
覧
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、「
屏
風
祭
」
を
意
識
し
た
構
成
と
し
ま
し
た
。「
屏
風

祭
」
と
は
、
祇
園
祭
を
起
源
と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
町
屋
の
一
角

を
開
放
し
、
お
も
て
な
し
と
し
て
誰
も
が
自
由
に
そ
れ
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
秘
蔵
の
屏
風
や
工
芸
品
を
飾
る
も
の
で
す
。

室
町
時
代
十
六
世
紀
の
《
富
士
巻
狩
図
》
の
ほ
か
、
や
ま
と
絵
系
か

ら
琳
派
や
狩
野
派
、
そ
し
て
近
代
ま
で
の
屏
風
を
飾
り
、
一
部
工
芸

作
品
を
ま
じ
え
た
構
成
と
し
て
ハ
レ
の
空
間
を
つ
く
り
あ
げ
、
生

活
を
飾
る
「
も
て
な
し
」
の
場
を
展
示
室
に
表
現
し
ま
し
た
。
新
春

の
展
覧
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
工
芸
品
は
吉
祥
と
さ
れ
る
意
匠

や
画
題
を
中
心
と
し
て
、
お
も
て
な
し
と
い
う
思
い
を
込
め
た
展

示
を
心
懸
け
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
な
く
雪
の
な

い
穏
や
か
な
新
春
で
、
多
く
の

来
場
者
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
雪
を
期
待
し
た
観

光
客
の
方
に
は
拍
子
抜
け
し
た

冬
の
景
色
で
し
た
が
、
展
示
を

ご
覧
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は

お
め
で
た
い
雰
囲
気
を
堪
能
し

て
い
た
だ
け
た
も
の
と
感
じ
て

い
ま
す
。

展覧会回顧

いしかわのおもてなし ー屏風絵などの調度を中心にー
1月4日（土）～2月11日（火・祝）
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①
往
信
は
が
き
の
裏
面
に
「
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」
と
明
記
し
、
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
郵
便

番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
会
員
番
号
（
あ
る
方
の
み
）
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

②
返
信
は
が
き
の
表
面
に
は
返
信
先
を
は
っ
き
り
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。
消
え
る
ボ
ー
ル
ペ

ン
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
返
信
は
が
き
の
裏
面
に
は
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先

〒
九
二
〇

－

〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二

－

一　

石
川
県
立
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー
係

応
募
締
切
／
四
月
十
七
日
（
金
）
必
着

※ 

応
募
者
一
名
に
つ
き
、
往
信
は
が
き
一
通
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ペ
ア
で
お
申
し
込
み
の
方
、
お
一
人
ず
つ
は
が
き
を
投
函
し
、
そ
の
上
で
「
○
○
さ
ん
と
ペ

ア
と
申
込
」
と
御
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

※ 

急
な
階
段
や
歩
き
に
く
い
道
、
坂
道
な
ど
が
行
程
に
含
ま
れ
ま
す
。
足
腰
に
不
安
の
あ
る
方

は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

※ 
持
病
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
体
調
と
相
談
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
当
日
、
医
療

従
事
者
は
同
行
し
ま
せ
ん
）
。

４
月
の
行
事
予
定

■
「
か
お･

す
が
た･

こ
こ
ろ
」
展
記
念
講
演
会

14
時
～
15
時
30
分

美
術
館
ホ
ー
ル

聴
講
無
料

19
日
（
日
）

「
西
洋
絵
画
　
近
代
絵
画
に
見
る
肖
像
画
と
人
物
画
」

講
師
：
廣
田
生
馬 

氏
（
神
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術
館
学
芸
係
長
）

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

14
時
30
分
～
16
時

美
術
館
ホ
ー
ル

無
料

26
日
（
日
）

「
続
・
美
術
の
み
か
た
10

洋
画
と
日
本
画
」（
25
分
）

「
美
術
の
み
か
た
2

見
え
る
ま
ま
に
描
く
ま
で
」（
23
分
）

期　

日
／
令
和
二
年
五
月
三
十
日
（
土
）

集
合
時
間
／
午
前
八
時

発　

着
／
金
沢
駅
西
口
団
体
バ
ス
乗
り
場

参
加
代
金
／
友
の
会
会
員　

八
〇
〇
〇
円

会
員
以
外　

八
三
〇
〇
円

募
集
定
員
／
四
十
二
名

◆
見
学
地

【
福
井
県
立
美
術
館
】

版
画
作
品
を
中
心
と
し
た
展
示
を
、
解
説
を
聞
き
な
が
ら
観
覧
し
ま
す
。

【
福
井
県
陶
芸
館
・
越
前
古
窯
博
物
館
】

陶
芸
館
で
は
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
越
前
焼
の
優
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。
ま
た

古
窯
博
物
館
で
は
、
建
物
と
企
画
展
の
石
川
県
の
や
き
も
の
に
つ
い
て
解

説
を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
し
ま
す
。

【
金
刀
比
羅
山
宮
】

安
永
二
年
、
讃
岐
国
・
金
刀
比
羅
宮
の
御
分
霊
い
た
だ
き
合
祀
し
た
金
刀
比

羅
山
宮
を
見
学
し
ま
す
。

※
道
中
、急
な
坂
や
階
段（
六
十
七
段
）を
含
み
ま
す
。お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

【
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
】

劔
神
社
の
国
宝
の
梵
鐘
（
奈
良
時
代
）
や
織
田
信
長
ゆ
か
り
の
織
田
地
域
に

つ
い
て
、
解
説
を
聞
き
、
知
見
を
広
げ
ま
す
。

【
越
前
二
の
宮　

劔
神
社
】

神
社
の
由
緒
に
つ
い
て
簡
単
な
解
説
を

い
た
だ
い
た
の
ち
、
境
内
を
自
由
に
散

策
し
ま
す
。

◆
申
込
み
方
法

往
信
は
が
き
に
下
記
の
事
項
を
記
入

し
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

参加者募集 令和2年度　友の会第18回バスツアー

越前をめぐる

劔神社　拝殿
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4月6日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

4月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

4月の休館日は

14日（火）～18日（土）

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第2展示室

令和2年5月23日（土）

～6月14日（日）

会期中無休

前田家の

甲冑・陣羽織Ⅱ
加賀文化の粋Ⅲ

次回の展覧会

第3･4･5･6･7･8･9展示室

改組新　第6回日展　金沢展

側
板
の
内
外
に
筋
が
入
り
、
漆
黒
に
塗
り

上
げ
ら
れ
た
桶
状
の
浅
鉢
。
側
面
の
素
地
は
、

作
者
が
自
ら
薄
い
板
を
曲
げ
て
輪
に
し
た
、

桶
や
弁
当
箱
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
た
曲
輪
、

い
わ
ゆ
る
「
ま
げ
わ
っ
ぱ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
外
側
は
曲
輪
の
構
造
を
表
す
筋
の
み

と
し
、
内
側
に
は
沈
黒
で
筋
の
間
に
唐
草
模

様
を
施
し
て
い
ま
す
。
あ
え
て
内
側
に
の
み

装
飾
を
入
れ
、
し
か
も
金
で
は
な
く
沈
黒
。
こ

の
作
品
の
主
役
が
「
塗
り
」
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

作
者
の
小
森
邦
衞
は
輪
島
生
ま
れ
。
樽
見

幸
作
、
古
今
菁
峰
に
師
事
し
た
後
、
輪
島
市

立
漆
芸
技
術
研
修
所
（
現
石
川
県
立
輪
島
漆

芸
技
術
研
修
所
）
沈
金
科
を
卒
業
し
ま
し
た

が
、
講
師
の
一
人
で
あ
っ
た
重
要
無
形
文
化

財
「
髹
漆
」
保
持
者
の
赤
地
友
哉
が
行
っ
て
い

た
、
曲
輪
を
素
地
と
す
る
作
品
に
惹
か
れ
、
改

め
て
髹
漆
科
に
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
重
要

無
形
文
化
財
「
蒟
醤
」
保
持
者
の
太
田
儔
に
師

事
し
、
竹
を
編
ん
で
素
地
と
す
る
籃
胎
を
習

得
。
曲
輪
と
籃
胎
を
組
み
合
わ
せ
、
端
正
な
塗

り
で
仕
上
げ
た
作
品
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平

成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
重
要
無
形
文
化
財

「
髹
漆
」
保
持
者
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

小
森
は
こ
れ
を
制
作
し
た
前
年
の
昭
和
五

十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
、
日
本
伝
統
工
芸
展

初
入
選
を
果
た
し
て
お
り
、
入
選
作
は
指
物

の
素
地
に
、
沈
金
装
飾
を
施
し
た
箱
で
し
た
。

入
選
二
作
目
の
こ
の
大
き
な
変
化
は
、
小
森

が
素
地
か
ら
塗
り
、
仕
上
げ
ま
で
、
す
べ
て
自

ら
仕
上
げ
る
作
品
へ
と
、
舵
を
切
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
し
ょ
う
。

余
談
で
す
が
、
こ
の
年
の
日
本
伝
統
工
芸

展
に
出
品
さ
れ
た
当
館
所
蔵
作
品
は
多
く
、

松
田
権
六
《
漆
の
花
生
》
、
大
場
松
魚
《
平
文
薄

の
棚
》
、
中
野
孝
一
《
秋
草
蒔
絵
小
箪
笥
》
と

い
っ
た
漆
芸
作
品
を
は
じ
め
、
毎
田
仁
郎
や

中
儀
延
の
染
織
作
品
ほ
か
、
計
九
点
が
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。

à la carte　No.46
アラカルト ただいま展示中

《曲輪造沈黒鉢》 まげわづくりちんこくばち 小森邦衞　こもり・くにえ

口径30.0cm×底径25.7cm×高5.0cm 昭和20年（1945）～

昭和53年（1978）　第25回日本伝統工芸展
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